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註の
宋
史
一
四
乙
一
食
貨
志
　
１
農
田

②
質
治
通
鑑
心
こ
後
晋
天
扁
六
年
十
一
月
之
條
に
「
唐
主
性
節
倹
。

　
　

（
中
略
）
分
坦
使
者
按
行
民
田
。
以
肥
晦
。
定
其
枕
。
民
問
将
其
平

た
」
と
見
え
ヽ
同
書
一
一
I
]
後
周
頚
徳
各
十
月
丿
詔
。
左
散
騎
常
侍

須
械
戈
頴
等
三
十
四
人
。
分
行
諸
州
。
均
定
田
租
。
」
と
見
９
．
均

④
陶
希
彗
氏
ヽ
「
北
宋
幾
督
大
思
想
家
的
井
田
論
」
Ｊ
四
一
に
］
刊

④
長
編
拾
補
四
八
大
観
三
年
六
月
壬
午
臣
僚
上
言
。
伏
以
方
田
之
制
。

　
　

印
周
官
土
均
之
法
也
。
辨
五
物
九
等
。
制
天
下
之
地
征
。
（
宋
會
嬰

　
　

略
同
）

　
　

周
緩
に
「
土
均
。
掌
平
土
地
之
政
」
文
［
大
司
徒
。
以
土
均
之
法
。

　
　

辨
五
物
九
等
。
制
天
下
之
地
征
］
見
ゆ
。

枕
の
こ
と
は
同
書
｀
Ｊ
一
一
後
唐
明
宗
長
興
二
年
六
月
丙
子
「
命
諸
道

　
　

⑦
黄
宗
義
明
夷
待
訪
録
田
制
三
に
「
今
丈
量
天
下
田
土
。
其
上
者
。
依

均
民
田
租
。
」
と
見
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
田
之
法
。
二
百
四
十
歩
認
一
畝
。
中
者
以
四
百
八
十
歩
儒
一
畝
。

③
紳
戸
正
雄
「
租
税
論
」
改
造
牡
経
済
學
全
集
第
二
十
一
巻
第
二
二
六
頁

④
清
水
泰
次
東
洋
中
世
史
第
四
篇
匯
○
三
頁

石

　

炭

　

の

用な倦そ民にに法且顕
さか一のの於は等つ炎支

れつ一地石て東に－1武那
てた一方炭始に就墨はの
ゐ様仁のをめ我て1一日石

たで宗住毀てがはと知炭
事あ明民ぐ専入本－1録は
はる辺が者費唐草煤巻古

　

｀が尤石よ品求綱1一三来

圓゛年炭りと法目と十｀
仁昔九を毎し僣に０‾‘煤
がは月も駄て圓詳異石石
彼殆己つ十課仁細同叙｀

は
陸
游
の
老
學
庵
筆
記
に
「
北
方

宿
業
に

造
船
業

加
す
る

下
者
以
七
百
二
十
歩
認
一
畝
。
再
酌
之
於
三
百
六
十
歩
認
畝
。
分
之

五
等
。
云
々
」

於
て
木
炭
と
併
用
せ
ら
れ
、
一
般
に
毎
秤
六
十
文
程
度
で
取
引
さ
れ
た
ら
し
く
、
ま
た
長
編
〃

の
喧
の
烹
錬
に
も
利
雄
さ
れ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
唐
宋
の
頃
燃
料
と
し
て
飢
る
珍
重
せ
ら
れ
、

様
に
た
っ
て
こ
ｘ
に
専
費
制
度
宣
行
の
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
。
（
荒
木
）

｀多のど丑て斤税がなにの煎

-
２

一石紀利の媛をせある就條石専

般炭行用條を抽らり詑いに｀

に゜にさにと解れ｀明て於煤責

毎南ｍれはるした西を考て炭

秤方遠なｍ事た様に見誼す｀

六多諸か庭あ事でヴ出すで⌒

十木州つ具るを｀エするに

石

文炭人た定を記印二事な史墨

程ご゜石府以しちスがど記等

度と書炭石て｀栢の出興｀と

で記来も炭｀宋資人来味漢も

取し取唐務税史治--る深書呼

引て焼頃゜を巻通ル゜い｀ば

さ居゜炊と除二鑑コ外一水れ

れり修辞見去八長ポ國篇経゛

た｀理用えせ四編ｌ人を注隨

ら宋飯とてん陳巻ロで草等分

し會食しゐこ尭七が支しに古

く要゜てると佐二あ那て石ぐ

　

｀食極｀゜を傅にるのゐ悦か

ま貨有山唐奏に具゜石るにら

た７火西代上彼宗と炭゜開支

長官勢あでせがのこにます那

編務1--たはる河頃ろ多たるの

巻1-とり未由車井で大石記史

一に述でだを路州｀の炭載縞

○よべは課記に⌒こ開のあに

六れ｀廣税し官山の心探る現

にばまく専ヽだ回石を掘事は

よ｀た一資まりに炭彿法をれ

れ石宋般のだし於がつ｀述て

ば炭代に事長時て宋た利べゐ
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